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1 ．目的
　前立腺癌において、BONENAVI の BSI は画像
バイオマーカーとして有用性が確立されている。
そこで BONENANI Ver1（ 以下、BN1） から
BONENAVI Ver2（以下、BN2）になりBSI がど
のように変化するか臨床画像を用いて比較した。
また、カウントを変化させたときのBSI に与える
影響をBN1と BN2で比較したので報告する。
2 ．方法
2-1 前立腺がんで、骨に転移のある 20 症例を
BN1、BN2 で解析して BSI を比較し有意差検定
を行った。
2-2 前立腺がん患者で骨に転移のない 5症例の腰
椎カウントを 1.5 ～ 100 倍に変化させ、擬似的な
Hotspot を大・小 2パターン作成し、BSI を比較
した。
3 ．結果
3-1 BN1-BSI に比べ BN2-BSI は 20 症例中 16 例で
低い値を示した。しかし、両者に有意差はみられ
なかった。

表 1：BN1、BN2 における BSI の比較

3-2 Hotspot の大・小に関わらず、BN2-BSI は
BN1-BSI と比較して、
（a）BN1 より高倍率でHotspot の上昇を認めた。
（b）0.04 ～ 0.3 程度低い BSI 値を示した。
BN1・BN2 に関わらず、
（c）小さい Hotspot は、高倍率にすると BSI の

値はプラトーに達した。
（d）大きい Hotspot は、高倍率にすると BSI の
値はプラトーに達したが、さらに高倍率にすると
BSI 値のさらなる上昇が認められた。

図 1：小さいHotspot の BSI 値

図 2：大きいHotspot の BSI 値

4 ．考察
　Hotspot の大きさによらず BN2-BSI は BN1-
BSI より低い値を示し、BN2-BSI はより高倍率で
上昇を認めたことより、旧バージョンの BN1 の
方が感度が良い印象をうける。
　しかしながら元々 BN1 では偽陽性が多かった
ため、転移陽性部位をひろいすぎていたのが抑制
され、局所の集積部位におけるリスク判定制度の
向上が見られたと考える。
　大きい Hotspot は、高倍率にすると BSI の値
はプラトーに達したが、さらに高倍率にすると
BSI 値のさらなる上昇が認められた原因はハレー
ションの影響と考える。
　また、フォローアップ中の患者で、途中で
BN1 から BN2 にかわった場合、BSI が若干低下
する傾向があるので注意したい。
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